
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季課題研究優秀作品 

 組 氏名 タイトル 

１組 赤澤賢紀 扇風機を使った効果的な換気方法  

１組 加藤勇大 災害ボランティア活動及びセンターの運営をより効率的に行うには？  

１組 河野光希 色と人間の心理２ 

１組 鶴みなみ 汚れを落とす手の洗い方  

２組 藤井柚寿 近江遥香 

深山華蓮 山本梓月 

短期記憶力を高めるには？〜ペンの色と香りによる変化〜 

２組 薮下愛侍 地元の川の生態系調査 ７年前と比べて (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU 

SSH NEWS 

１年探究進学科 夏季課題研究発表会 
福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2022.10.3  NO.15 

 

１年探究進学科が夏休みに個人・グループで取り組んだ「夏季課題研究講評会」と、仁愛大学 西出和彦教

授による講義・助言「夏季課題研究を振り返る ～仮説を立てるということ～」を実施しました。 

「夏季課題研究講評会」では４つの会場に分かれ、自分が取り組んだ課題研究について、１分のプレゼン

テーションを行いました。それを聞いて、自分の興味が湧いた論文を読みました。今回の課題研究について

は西出先生から、「面白い着眼点で研究を進めていて、正しい方向性で研究を進めている」というコメント

がありました。仮説を立てるのは難しく、西出先生からのアドバイスに生徒たちは深く納得している様子で

した。限られた時間で独創的な研究を行い、さらに今後が楽しみだなと感じました。 

生徒の感想 

・初めて皆の前で発表しました。今回の発表では、短い時間での発表の仕方や工夫がわかったので、これ

からの発表に生かしていきたいです。皆は、自分では思いつかないようなテーマで研究をしていて、着眼点

が面白かったので、これからは新しい視点で物事を見ていけるようにしていきたいと思いました。 

・講演では、予想と仮説についての違いがより明確になったので、これから仮説を立てるときに役立てた

いです。皆の課題研究を読んでいると、データが足りないものが多かった気がしたので、次の課題研究では

データをたくさん用意して、やりがいのある課題研究をしたいです。 


